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やってみゅーでスク・Ｕ－サポとは

やってみゅーでスク
長崎大学の学生のボランティア活動を

支援している組織

Ｕ－サポ
長崎市から委託された「学生地域連携活動支援事業」

で長崎市周辺の７大学からなる



やってみゅーでスク・Ｕ－サポ

長崎市近郊の7大学の
学生ボランティアの支援をしています

長崎大学 長崎純心大学
長崎外国語大学 長崎県立大学
活水女子大学 長崎総合科学大学
長崎女子短期大学



やってみゅーでスク・Ｕ－サポの理念

大学生がボランティア活動を通して

 さまざまな社会体験を積む

 豊かなコミュニケーション力をはぐくむ

社会で幅広く通用する能力を醸成する



やってみゅーでスクでの
ボランティアの流れ



ボランティアの応募方法

1.応援団の登録

2.ボランティア企画の登録



応援団登録





ボランティア企画の登録方法





活動終了後に活動報告をお願いします



次に

学生自主企画「らしくじら」の

活動報告をします。

学生自主企画とは、学生自らが

ボランティア活動を企画し運営していくもの



やってみゅーでスク・Ｕ－サポ事務局
ホームページＱＲコード



大学生×地域
らしくじらの取り組み

２０２３　１/13
わがまちみらい情報交換会

　～人の巻き込み方のコツ教えます～
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らしくじらとはどんな団体なのか？02

どんな活動をしているの？01

くじら⾷堂の成⻑過程
①くじら⾷堂の仕組み
②広報の仕⽅

03

⽬次
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どんな活動をしているの？

毎月開催　くじら食堂
２０２３年　２月にスタート

毎月第３土曜日に開催
大学生、子ども、地域の人、教会の人　いろいろな人が集う中で

　「温かいごはんと多世代のつながりが生まれる居場所を作りたい」
「やってみたいを形に　一歩踏み出せる場所にしたい」　

 そんな思いが形となった大学生が運営する子ども食堂

（実際の１０⽉のチラシ）
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らしくじらの思い

ビジョン
一人も取りこぼさず、その人がその人らしく生きられる社会を作る。

ミッション
大学生が地域に入り込み、人と人のつながりを生むことで、互いに尊重し、

認め合える場、その人らしくいられる場を作る。
「支援する」のではなく、交流の中でお互いの「得意」や「やりたい」という気持ちを

つなぐことで化学反応を起こす。

コアメッセージ
「私らしくあなたらしく　らしさ　が輝くつながりづくり」
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ら し く じ ら に つ い て

らしくじらとは⻑崎の医療系学⽣が2022年の９⽉に設⽴した団体。
現在は学部問わずに活動しています。1年と少しの軌跡です。

名前の由来
『らしくじら』という名前は、�らしく�と�くじら�が合わさっています。
世界には52ヘルツで鳴くクジラがいると⾔います。しかしその鳴き声はヘルツが
違うため他のクジラには聞こえず、世界で最も孤独なクジラと呼ばれています。
そんなクジラと同じように、誰にも⾔えない悩みや寂しさなどを抱えて「聞こえ
ない声」を⼀⼈で抱えているひとがいます。
コロナや核家族化で、地域のつながりが希薄化しているからこそ⼈と⼈をつなぐ
⼤切さを感じています。そして単純に⼈のつながりを増やすのではなく、
「そのままの⾃分でいいんだ」そう思える温かいつながりをつくりたいです。

らしくじらのロゴ
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第１回の時は知り合いの放デイの子どもた
ちだけで地域の子どもが０人でした。
どうやったら来てくれるんだろう、、

当初のくじら食堂の様子
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現在くじら食堂の様子

今では毎回２０人を超える
地域のこどもや親御さん、大学生
いろんな人が集う場所に。
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くじら食堂の仕組み

子ども食堂
みんなの第３の居場所
多世代がつながる
多様性を学ぶ
気軽な相談
やりたいを形に

大学生
広報・企画・運営

経験が出来る
子どもたちと触れて
元気をもらえる

やりたいことを実現できる
例　絵本の読み気かせがしたい

　アートのWSがしたい
　茶道教室をしたい

地域のひと

教会のひと

くじら食堂

気軽に利用
ごはんが食べられる
大学生と遊べる

子どもを預けられる
新しいことに触れられる
気軽に相談できる場

場所と食事の提供
教会が子どもたちの居場所になる

みんなの笑顔が見れる
多世代の交流ができる
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大学生
広報・企画・運営

例　絵本の読み気かせがしたい
　アートのWSがしたい
　茶道教室をしたい

地域のひと

教会のひと

くじら食堂

気軽に利用

場所と食事の提供

やってみゅーでスク

物資の支援
チラシの印刷

人のつながりの紹介

やってみゅーでスクさんとの連携
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今後の発展

子ども食堂
みんなの第３の居場所
多世代・多様性
気軽な相談
やりたいを形に

大学生
広報・企画・運営

地域のひと 教会のひと

くじら食堂

気軽に利用 場所と食事の提供

・地域食堂
・いじめ、貧困、家庭問題

・生きづらさ
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広報の仕⽅
①近隣の⼩学校でチラシ配り
毎⽉、⼤学⽣が近隣⼩学校で
直接⼿配り。
「顔と顔が⾒える関係性」
②SNS（インスタグラム）
できれば公式LINEをつくりたい

くじら食堂がどうやって地域に根ざしていったか
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01

① 「 や っ て み た い 」 「 好 き 」
そ の 気 持 ち ベ ー ス

「 や ら な け れ ば い け な い 」 で は な く 、 「 や り た い 」
と い う ⾃ 分 の 気 持 ち を ⼤ 切 に す る 。
そ の ⽅ が 続 く し 、 何 よ り 楽 し い 。 そ れ が 周 り に 広 が っ
て い く 。

私たちが思う⼈の巻き込み⽅のコツ03
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② ⾏ 動 は ⼩ さ く 、 ゆ っ く り 成 ⻑

く じ ら ⾷ 堂 も は じ め は 地 域 の ⼈ ０ ⼈ で し た 。
チ ラ シ 配 り な ど 、 無 理 な く で き る こ と を し て い く こ と
で 1 ⼈ ず つ 来 て く れ る ⼈ が 増 え て い き ま し た 。

私たちが思う⼈の巻き込み⽅のコツ03
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➂⾃ 分 た ち の ⾊ を ⼤ 切 に す る

ど ん な 空 間 に し た い か ？ 思 い は ？
共 通 認 識 を も つ こ と で 、 ⽬ 指 す 空 間 が 似 て き て 、
接 し ⽅ も か わ っ て く る 。 万 ⼈ 受 け し な く て い い 。
⾃ 分 た ち が 選 択 肢 の ⼀ つ に な れ れ ば い い 。

私たちが思う⼈の巻き込み⽅のコツ03
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大学生が欲しているところ
経験値（知恵）

活動のための資金や場所
地域の人との繋がり

大学生の強み
⾏動⼒・夢・やりたいという思い
お⾦のため以外の⽬的で動ける

⼤学⽣と協働する

私たちが思う⼈の巻き込み⽅のコツ03
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ホームページ インスタグラム
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